川崎町役場評価報告
１、防護対策について
被害防止柵の普及が進むことで今まで被害に合った地域は減っていると思いますが、柵のない地域に移動し新たな場所での被害が発生しています。又、現在の防衛対策は完璧とは言えない対策です。害獣がいない安心して農業に従事する社会を築く事が大切です。
２、防除について
現在の従事者の方々が大変な努力している事は理解できますが、捕獲技術に対する能力や捕獲に携わる時間不足等が考えられます。又、幼獣の捕獲が多く成獣の捕獲率が低い事が被害の原因となっています。成獣を捕獲する事が被害を減らす早道です。
３、生息数が減らない理由について
農作物被害を減らす為には、正しく取組む事が大切です。誤った取組は、逆効果になります。すなわち、大切な事は、ハード（猟具）とソフト（仕掛ける人の技術力）です。その為、現在の取組の中で猟具の性能の評価に従事者の捕獲率の評価を確かめてから、有害捕獲従事者として許可を与える事が必要です。一度捕獲に失敗した場合、動物は学習能力に優れていますので捕獲は困難になり逆効果になります。捕獲出来ない個体が増える事で被害は増加します。再捕獲率は、３％～５％と思って下さい。再捕獲出来る従事者の育成が課題となります。
　
農水省：農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー
環境省：鳥獣保護管理捕獲コディネーター              和田　三生
